
藤
井
達
吉

1881年に生まれた藤井達吉は棚尾
小学校卒業後、名古屋の七宝店勤務
や業務としての渡米を経て20代半
ばで上京し、芸術家の道を歩み始め
ます。明治の殖産興業的な工芸から
自律した芸術としての工芸を目指し、
多彩な材料と技法を使って美術のジ
ャンルをまたぐ作品を発表しました。
それらは当時の工芸界にとって、と
ても先進的な試みでした。昭和に入
ってからは小原和紙や瀬戸の陶芸を
はじめ、愛知県や地元・碧南市の工
芸復興と後進指導に力を注ぎ、1964
年に83歳で生涯を終えました。

藤井達吉ーデザインー
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
。
そ
ん
な
人
も
多
い
の
で
は
？

３
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
」
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、

実
際
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
一
度
“
藤
井
達
吉
”
に
迫
り
ま
す
。

碧
海
郡
棚
尾
村
（
碧
南
市
棚
尾
地
区
）
生
ま
れ
の
芸
術
家

藤
井
達
吉
略
年
譜

ー工芸ー
達吉が手掛けた工芸作品は、七宝、
刺繍、染織、金工、木工、陶芸、漆
工、和紙工芸などあらゆる工芸の分
野にわたります。左の作品は達吉が
新進気鋭の美術工芸家として登場し
た頃のもので、布や紐だけでなく竹
の皮や銅板、七宝など多様な素材と
技法を組み合わせて水辺を飛び交う
蜻蛉を表現しています。なお、「家庭
手芸」という言葉は達吉が初めて提
唱したものです。

達吉は特に工芸における図案の重
要性を主張しました。伝統的な文
様や図案を無意味に踏襲せず、自
然の写生に基づく図案を創造する
ことを重視し、百貨店・白木屋の
図案顧問や帝国美術大学（現・武
蔵野美術大学）図案科教授として
図案改革と指導にあたりました。
下の作品は全50枚の木版画による
図案のなかの一つです。また、図
案集のほかに長田幹彦の小説『霧』
など本の装幀デザインなども手掛
けています。
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岡
崎
市
へ
転
居
。

8
月
27
日
心
臓
マ
ヒ
に
て
死
去
（
法
名
・
釈
達
翁
）。

神
奈
川
県
湯
河
原
町
由
浜
に
転
居
。

岡
崎
市
戸
崎
町
に
転
居
し
、

愛
知
県
文
化
会
館
美
術
館
と

名
古
屋
美
術
倶
楽
部
に
て
新
作
を
発
表
。

神
奈
川
県
湯
河
原
町
吉
浜
安
江
農
園

住
宅
に
転
居
。

沼
津
市
に
転
居
。
沼
津
市
か
ら
岡
崎
市
に
転
居
。

藤
井
達
吉
を
支
援
す
る
任
意
団
体
愛
知
県
総
合
芸
術
研
究
会

が
発
足
。

東
京
芝
白
金
の
迎
賓
館
に
て
個
展
開
催
。

愛
知
県
の
美
術
館
建
設
計
画
を
知
り
、
県
へ
寄
贈
す
る
自
作

な
ら
び
に
所
蔵
美
術
品 

2
千
余
点
（
予
定
）
中
の
第
1
回
分

納
入
。

「
小
原
村
農
村
美
術
館
」
を
建
設
開
館
。

碧
南
市
新
川
道
場
山
に
転
居
。

「
小
原
工
芸
会
」
を
創
設
。

姉
・
篠
、
姪
・
悦
子
と
小
原
村
に
疎
開
。
小
原
村
に
て
終
戦

を
迎
え
る
。

小
原
総
合
芸
術
研
究
会
を
発
足
。

照
宮
成
子
内
親
王
の
御
成
婚
祝
賀
献
納
屏
風
の
制
作
に
か
か

る
（
翌
年
完
成
）。

帝
国
美
術
学
校
教
授
を
辞
職
。

名
古
屋
市
立
工
芸
学
校
に
て
図
案
の
重
要
性
を
説
く
講
演
を

す
る
。

初
め
て
四
国
遍
路
に
出
か
け
る
。

こ
の
年
、
大
井
よ
り
神
奈
川
県
足
柄
郡
真
鶴
町
へ
転
居
。

小
原
村
訪
問
。

名
古
屋
市
民
美
術
展
に
工
芸
部
が
設
置
さ
れ
、
審
査
員
と
な

る
。

帝
国
美
術
学
校
（
現
・
武
蔵
野
美
術
大
学
）
の
設
立
に
当
た

り
図
案
工
芸
科
の
教
授
と
な
る
。

愛
知
県
出
身
の
美
術
家
た
ち
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
「
愛
知
社
」

の
同
人
と
な
る
。

『
家
庭
手
芸
品
の
製
作
法
』
を
主
婦
之
友
社
か
ら
出
版
。

関
東
大
震
災
後
白
木
屋
図
案
部
の
顧
問
と
な
り
、
デ
ザ
イ
ン

革
新
運
動
を
志
す
が
挫
折
。

雑
誌
『
主
婦
之
友
』
に
手
芸
製
作
法
の
執
筆
を
始
め
る
。

第
8
回
日
本
美
術
院
展
に
《
山
芍
薬
》
を
出
品
し
入
選
、
院

友
に
推
さ
れ
る
。

高
村
豊
周
ら
と
装
飾
美
術
家
協
会
を
結
成
す
る
。

津
田
青
楓
ら
と
官
展
に
工
芸
部
門
を
新
設
す
る
運
動
を
す
る
。

こ
の
頃
原
三
溪
の
娘
婿
・
西
郷
健
雄
が
達
吉
作
品
を
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
す
る
。

鶴
田
吾
郎
、
小
川
千
甕
等
と
伊
豆
大
島
へ
写
生
旅
行
。

国
民
美
術
協
会
第
1
回
西
部
展
覧
会
に
屏
風
作
品
を
出
品
。

こ
の
頃
、
芝
二
本
榎
西
町
に
転
居
し
、
洋
画
家
、
彫
刻
家
と

交
わ
る
。

フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
な
ら
び
に
国
民
美
術
協
会
の
創
立
会
員
と
な
る
。

こ
の
頃
、
渋
谷
宮
益
坂
に
住
む
。

吾
楽
会
の
会
員
と
し
て
招
か
れ
る
。

高
村
光
太
郎
が
運
営
す
る
琅
玕
洞
に
工
芸
品
を
出
陳
。

日
本
近
代
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
芝
川
照
吉

と
出
会
う
。

こ
の
頃
、郷
里
か
ら
上
京
し
た
家
族
と
上
野
桜
木
町
に
住
む
。

帰
国
後
、
服
部
七
宝
店
を
辞
め
て
上
京
し
、
美
術
工
芸
作
家

と
し
て
の
道
を
歩
き
始
め
る
。

ル
イ
ス
･
ク
ラ
ー
ク
100
周
年
記
念
万
国
博
へ
の
七
宝
作
品
出

陳
と
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
開
催
の
た
め
渡
米
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
て
東
西
の
美
術
作
品
に
接
す
る
。

第
5
回
内
国
勧
業
博
に
出
品
す
る
た
め
に
大
阪
に
行
く
。

帰
途
奈
良
に
寄
っ
て
寺
を
訪
ね
、
は
じ
め
て
古
美
術
に
接
す

る
。
こ
の
頃
よ
り
絵
を
描
き
歌
を
つ
く
る
。

美
術
学
校
へ
の
進
学
志
望
を
父
に
訴
え
る
が
許
さ
れ
ず
、

名
古
屋
の
服
部
七
宝
店
に
入
る
。

棚
尾
小
学
校
卒
業
。

こ
の
頃
、
知
多
郡
大
野
の
木
綿
問
屋
尾
白
株
式
会
社
（
後
の

尾
白
商
会
）
に
入
る
。

6
月
6
日
碧
海
郡
棚
尾
村
源
氏
（
碧
南
市
源
氏
町
2
丁
目
）

に
生
ま
れ
る
。

《蜻蛉図壁掛》
1912年頃　寄託作品

ー著作ー
達吉は大正の半ばから昭和にかけて、
作品制作だけでなく展覧会や作品批評
もおこない、美術雑誌や新聞で盛んに
発表しました。また、家庭でできる工
芸の製作方法紹介を雑誌『主婦之友』
で連載し、実際に主婦を対象とした手
芸の講習会の講師を務めるなど美術工
芸の啓蒙普及活動も展開します。右の
書籍は『主婦之友』での連載をまとめ
たもので、ほかにも工芸の理念や技法
についての著作があります。

『素人のための手芸図案の描き方』
1926年　発行:主婦之友社

森仁史監修『叢書・近代日本のデザイン』
42巻（ゆまに書房、2012年）より転載

ー絵画ー
画面の大部分を占める岩壁の左上に三
角形の空があらわれ、月が覗く景色を
描いたものです。達吉は創作において
一貫して「自然」を見つめ、それを作
品に活かしました。左の作品には空の
遥か彼方に大きな自然を見る達吉の眼
差しが感じられます。達吉はもともと
画家を目指していたとも言われるよう
に、大正後半からは本格的に日本画を
描き始めました。日本画のほかにも油
絵や木版画なども制作しています。《大和路》1957年

山中寛三コレクション

『創作染織図案集』より
1933年 　藤井達吉現代美術館
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大
正
美
術
の
“
大
谷
翔
平
”

　
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
は
、
藤
井
達
吉

の
作
品
の
み
を
取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、

達
吉
と
同
時
代
の
作
家
な
ど
を
は
じ
め
多

岐
に
わ
た
る
作
品
を
収
集
・
展
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
美
術

館
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
か
ら

多
く
寄
贈
を
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
で
す
。

個
人
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
方
が
大
切
に
し
て

い
た
数
々
の
貴
重
な
作
品
と
、
達
吉
の
作

品
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層

藤
井
達
吉
作
品
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
取

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
藤
井
達
吉
は
「
工
芸
・
絵
画
・
デ
ザ
イ

ン
・
著
作
」
の
四
刀
流
で
、
既
成
概
念
を

超
越
し
た
、
ま
さ
に
野
球
の
大
谷
翔
平
選

手
の
よ
う
な
芸
術
家
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
魅
力
を
伝
え
、
誇
り

に
思
っ
て
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
美
術
館
で

あ
り
た
い
で
す
。

新
設
し
た
２
つ
の
部
屋

　
ひ
と
つ
目
は
「
多
目
的
室
Ａ
」
で
す
。

一
面
だ
け
自
然
光
が
入
る
こ
の
部
屋
は
想

像
以
上
に
す
ば
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
部
屋
の
隅
は
カ
ー
ブ
し
て
い

る
の
で
、
と
て
も
空
間
が
広
が
っ
て
見
え

ま
す
。

　
ふ
た
つ
目
は
、
修
復
室
で
す
。
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
伴
い
、
作
品
を
良
い
状
態
で
保

管
す
る
た
め
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
美
術
館
は
作
品
の
展
示

だ
け
で
は
な
く
収
集
・
保
管
も
重
要
で
す

の
で
、
作
品
を
大
切
に
扱
う
た
め
に
は
か

か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
部
屋
は
一
般
の
方
へ
公
開
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
美
術
館
の
所
蔵
作
品
を
大

切
に
守
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

▼日時

5月2日㈫～6月25日㈰

▼リニューアルオープン記念コンサート
　5月3日㈬　15時～15時45分

演奏　碧南高校吹奏楽部
曲目　加山雄三コレクション、ウィーアーなどの海に関
連した楽曲

　40人程度（先着順）　 　無料
　当日13時より整理券配布

▼ワークショップ
　5月3日㈬、4日㈭、5日㈮　10時30分～11時45分、

13時30分～16時30分
　①お花を咲かそう！ぽんぽんスタンプ

　　②「つなげる」×「さーくる」
　3歳以上（幼児は保護者同伴）
　①各30人　②なし（一度に2組の案内）
　①100円　②無料
　当日地下1階創作室にて受付（午前の部は10時15分

～、午後の部は13時15分～）

▼ギャラリートーク
　5月14日㈰、6月17日㈯　14時～15時
　2階ロビー
　展覧会担当学芸員が章ごとにリレー方式で展示説明 

を行います。

▼アーティストトーク
　6月4日㈰　14時～14時30分
　山本富章氏（アーティスト）
　1階階段横に新しく常設展示し

た作品（Double Rings）について
　20人程度（先着順）

リニューアルを記念してプレゼント！
▼絵はがきプレゼント
ゴールデンウィーク期間中に来館した人に藤井達吉
《蜻蛉図壁掛》の絵はがきをプレゼントします。

　5月2日㈫～7日㈰
　500枚（先着順）

▼あおいパークもぎとりチケットプレゼント
　5月5日㈮　10時～
　美術館1階受付
　小学生以下
　30人（先着順）

藤井現代達吉美術館リニューアルイベントイベント
event

　藤井達吉現代美術館　 48-6602
市制75周年記念事業 開館15周年記念　
リニューアル記念展 碧い海の宝箱―達吉からはばたく未来―

△ 達吉の作品を修繕している様子 
室内の温度・湿度を徹底管理し、
作品を守っている。

館
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

藤井達吉現代美術館2023/5/2 

Renewal Open 

多目的室Ａ
館内唯一の“自然光”が入る部屋。時間
帯により作品の見え方が変わります。

藤井達吉現代美術館
館長 木本文平

作
品
を
大
切
に 

魅
力
を
最
大
限
に

▼ゲストトーク
　5月27日㈯　

14時～14時30分
　梶川俊一郎氏（鬼師）
　美術館外壁に新設された

レリーフ製作について
　20人程度（先着順）　

▼スペシャルトーク
　6月11日㈰　14時～15時
　古賀大氏（㈱日本設計執行役員フェロー）

演題　まちの風景としての藤井達吉現代美術館
　40人（先着順）
　聴講無料（要予約）

▼ところ
　藤井達吉現代美術館
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